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フ ィ ニ ア ン 運 動 史 研 究 の 諸 問 題

-1858年〜1873年-

高 神 信
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I アイルランドとイギリスにおけるフィニアン運動 

H アメリカ合衆国とカナダにおけるフィニアン運動 

m 起 . カトリック. 急進主義 
I V 結びに代えて

は じ め に

現在，いわゆるアイルランド問題は， カトリックと 
プロテスタントの宗派対立，アイルランドとイギリス 

との利害对立を内包しながら頻発するI R A のテロ活 
動に象徴されるように解決が困難となっている。本稿 
では，現 在 の I R A に少なからぬ影響を与え，かつて 
M a rx の関心をアイル’ランドに向けさせたフィニアン 

運動を对象とし，それが設立された1858年から自治運

動に参加した1873年までの運動史における諸論点を整 
理したい。 フィニアンはイギリスからの独立を武力に 

よって達成しようとした秘密組織であり，アイルラン 
ドでは，1858年にアイリッシュ . リバプリカン.プラ 

ザ ー フ ッ ド （Irish Republican Brotherhood 以下，IRB 

と略す） として，また，合衆国では， 同年， フィユア 
ン . プラザーフッド（Fenian Brotherhood以下，FBと 

略す） として結成された。周知のごとく，フィユアン 
を中心とするアイルランド間題は，1860年代後半から 
1870年代前半にかけて，イギリス労働運動の指導者だ 
けでなく，M a r x と Engelsにとっても重大な政治的 

関心享であった。わが国の研究者の間では，1860年代 
末 の M a rx のアイルランド論に注目し， 「『イン ド通 

信』に お け る M arx 低開発論の一面性を批判しなが 
らも，そ の 後M arxはその一面性を克服していったと 

説く論者が多数を占めていろ。」 こ の M a rx のアイル

注 （1) 松尾太郎『アイルランド問題の史的構造』1980年，論争社，堀越智『北アイルラソド扮争の歴史』1983年，論争社， 
堀越智「北アイルラソド問題の意味すろもの」青山吉信編『実像のイギリス』1984年，有斐閣。 

r 2 ) 文献リストとしては，Desmond Ryan, ‘The Historians and Fenianism,, Irish Committee of Historical Sci­

ences, Bulletin, no. 79,1957, Patricia F. Guptill, 'A Popular Bibliography of the Fenian Movement’， 

Eire-Ireland, vo l.4, no. 2,1969, James W. Hurst, 'The Fenians: a bibliography', Eire-lreland. vol.4, 

no. 4,1969.また，第 1次資料の紹介として，Breandin MacGioIla Choille, 'Fenian Documents in the State 

Paper Office', Irish Historical Studies, XVI, no. 63,1969, Seamus Pender, 'Fenian Papers in the Catholic 

University of America; a preliminary report', Cork Historical and Archaeological Society Journal’ 74, 75, 

76, 77, 78, 79, 80, 81,82.

(3 ) 松尾太郎「マルクスと低開発」東京大学『経済学論集』第49卷第3号，P.132. M arxのアイルランド論は多くの 
研究者が扱っている。飯旧鼎『マルクス主義における革命と改良』御茶の水» 房，1966年，富沢賢治「マルクスと植 
民 地 主 『思想』530号，1968年，厂マルクスの世界史像に力)んする最近の研究」一橋大学『経済研究』第22卷第3号, 

1971年，山之内靖『マルクス，ユンゲルスの世界史像』1969年，未来社，古賀秀男「アイルランド問題」杉原四郎，
佐藤金三郎編『資本論物語』1975年，有斐閣，本多三郎「民族問題の経済学」『講座現代経済学I 』1978年，青木言 
店，毛利健三『自由貿易帝国主義』1978年，東京大学出版会，森田補郎，r資本主義と低開発J 『マルクス，著作と思 
想』1982年，有斐閣，本山美彥「マルクスと第三世界」『経済評論』1983年4 月，Ralph Fox, Marx, Engels and
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フィニアン運動史研究の問題

ラソ ド論の後正は， フィニアン運動を契機としてなさ 
れた。 このように，M arx に多くの影響を与えたにも 

かかわらず，わが国にはフィニアン運動の通史が存在 
しない。そこで本稿はフィニアン運動の概説史を言く 
ための基礎作業でもある。

1865年においては，M arxはフィニアン運動を中心 

としたアイルランド問題をイギリス人の偽善性を暴露 
するといった程度にしかみなしていなかった。1866年 
にフィニアン指導者James Stephensが 第 1 インタ 
一のニューヨ一ク大会に参加したときには，M arx は 
Engels宛言簡の中で，rわれわれの不確かな成功のひ 
とつは，スティーヴンスのへツ 

つた。」 としているように， フ
ドセシタ一の加入であ 

r  ニアン運動を中心と 
したアイルラ ン ド問題について後にみられろような政 
治的関心を未だもっていなかった。1867年11月のフィ 
ニアン の 「マンチェスターの狗教」（Manchester Mar­

tyrs) を契機とし，イギリス労働者階級の指導者がフ 
ィ ニアン運動に関心をもつようになるにしたがって， 

M arx はアイルランK"問題の重要性を認識し，アイル 
ランドのイギリスからの分離の不可避性を考えるよう 
になった。1867年12月13曰のフィニアンによるクラ一 
ケンクェル刑務所の傷破享件によってM arxの関心は 
アイルランド問題から一時離れはしたが，1869年のア

ムネステ ィ .アソシエー シ ヨ ン（Amnesty Association) 

によろフィニアン囚人の大赦運動によって，再びアイ 

ル ラソ ドに関心を向け，1869年12月10日 付 Engels宛
次のよ う な *簡 に 代 表 さ れ る 見 解 の 正 に 達 し た の で  
あった。

「僕が長いあいだ考えてきたことだが，可能なのは 
アイルランドの体制をイギリスの労働者階級の與隆 
によってくつがえす， ということなのだ。僕は絶え 
ず こ の 見 解 を『ニューヨーク . トリビューン』紙上 
で主張してきた。 より深い研究によって，僕は今で 
はその反対のことを確信すろようになっている。 イ 
ギリスの労働者階級は，それがアイルランドから免 
れないうちは，けっしてなにごとも達成しはしない 

だろう。横杆はアイルランドに据えられなけれぱな 
らない。そうすれぱ，アイルランド問題は社会運動 
一般にとって非常に重要なのだ。」
1872年 6 月27日，M a r x と Engelsはフィニアン囚 

人救出のために設立されたアムネスティ.アソシュー 
シ ョ ンの指導的人物でありフィュ ア ン で あ る Joseph 

Patrick M cDonnelを 第 1 インターの総評議会のメソ 

バ一にするように提案し， 10月 2 日 に McDonnelは 
アイルランド担当* 記に任命されている。 し か し ， 
1871年 の バ リ .コ ミ ュ ー ン 0 反動によって第1 インタ

- Lenin on the Irish Revolution, 1932. T. A. Jackson, ‘Marx and Engels on Ireland,’ Labour Monthly, Octo­

ber 1932-January 1933, H. B. Davis, Nationalism and Socialism, 1967〔邦 訳 『ナショナリズムと社会主義』藤 
野渉訳，1969年，岩波書店)，Richard Dixon (ed.), Ireland and Irish Question, 1972, Ian Cummins, Marx, 

Engels and National Movements, 1980, Ellen Hazelkorn, 'Capital and Irish Question’，Science & Society 

vol. XXIV, no. 3’ 1980.

注 （4) John Newsinger, ".A great blow must be struck in Ireland,: Karl Marx and the Fenians", Race & 

Class, vol. XXIV, no. 2,1982.

(5 ) 堀越智「アイルランド革命組織の一断面」『エール』第 3 , 4号，1974, 75年，岡安寿子，「19世紀アイルランドに 

おけるフィこアニズムの思想一1858〜1867—」『お茶の水史学』25号，1982年。

(6 )  M arxめ Engels宛，1865年11月10日付言 簡 （『マルクス= エンゲルス全集』（以下『M E全集』と略す）31巻，大 

月言店）P.133.

(7 )  M arxの Engels宛，1866年12月17日付* 簡，（『M E全集』31巻）p.225.

( 8 ) 第mm参照。
〔9) M arxの Engds宛，1867年11月2 日付* 簡，（『M E全集』訳，31巻）p.313. M a rx は資本論の中でアイルラ 

ンドを分析し次のように述べている。rアイルランドでの地代の蓄積と同じ足並みでアメリ力でのアイルランド人の 
蓄積が進む。羊と牛に押しのけられたアイルランド人は，大洋の彼方にフィニア会員として立ち上がる。そして年老 
いた海の女王に向かって，若い巨大な共和国が威嚇的に，そしてますます威® 的に，そびえ立ってくるのである。」 
CK. Marx『資本論』大月» 店，第 1巻，p. 930) '

〔10) M arxの Engels宛，1869年12月10日付* 簡，（『M E全集』，訳, 32巻）p. 336,アムネスティ.アソシエーション 

については，Patrick Quinlivan & Paul Rose, The Fenians in England 1865—1867,1982, Chapter 11を参照。
(11) Cormac O Grada 'Fenianism and Socialism: Tre Career of Joseph Patrick McDonell,, Saothaiî , no.1, 

1976.また，McDonnellは総評議会のメンバーであったとき，しぱL•ぱ Engelsの家を訪れ，Engelsだけでなく 

Marx, Herman Ju n gときわめて親しい関係を結んでいる。Engelsは McDonnellが第1インタ一に多くのアイ 

ルランド人を加入させたことに感謝している。
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一が衰退したので，M a rx のアイルランド戦略は実行 
に移されなかった。

M arxはフィニアン運動の特徴として次のような6 

項目をあげている。 .

r(i)社会主義的な，下層階級の運動である。
(2)力トリックの運動ではない。
(3)イギリスの議会に代表的指導者はいない。
(4)民族性。
(5)アメリ力，アイルランド，イングランド—— 三つ 

の活動分野，アメリカの指導的役割。
(6)共和主義的。 アメリカが共和国だから。」

フィニアン運動史に関しては記億の誤りがないとは 
いえないフィニアン指導者の回想録，あるいは，指導 
者の伝記が出版されてはいるが，彼らが運動の重要な 
局面では，多くのぱあい投獄されていたので，両者と 

も完全なものとはいえない。本稿は， これらを補う形 
での最近の研究を参照しながら運動を概観するととも 
に，上 に 結 介 し た M a rxのフィニアン運動理解が正 
しかったかどうかについて以下明らか に したい。

第 I 享 ア イ ル ラ ン ド と イ ギ リ ス
に お け る フ ィ ニ ア ン 運 動

まず， フィニアン成立以前のアイルランド民族運動 
を略述することからはじめよう。1775年にアメリカ独 
立戦争が始まり，アイルランドのイギリス駐留軍の大 
半がアメリ力へ送られると，アメリ力側に参戦したフ 
ランスのアイルラン ドへの侵略を防ぐために，アイル 

ランド独自の軍隊が必要となつた。 そ こ で ，Henry 

G rattanを指導者とするプロテスタント中心の8 万人 

の義勇軍が結成された。 この義勇軍を利用して，1782 

年アイルランド議会は， アメリ力での敗北により動揺 
していたイギリスからアイルランド議会の自治を獲得

した。1789年のフランス革命は， アイルランドに少な 

からぬ影響を与え，1791年， Wolf T one はユナイテ 
ッド . アイリッシメン（UnUed Irishmen) を結成した 

力；，まもなくこの団体は非合法を宣告され，弾圧され 
た。 また，義勇軍は武器の提出を命じられ，事実上解 
体に追いこまれた。 しかし， このイギリス政府による 
弾圧のなかで，1798年，ユナイテッド.アイリッシュ 
メ ン は 起 し た が ，蜂起はいくつかの孤立したものに 
終った。そして，1800年かの併合法が成立し，アイル 
ランド議会は廃止されることになったのである。

ユナイテッド.アイリッシュメンの蜂起失敗後，19 

世紀前半のアイルランド民族運動を指導したのはDa- 

niel O’Connellだった。O'Connellは議会主義的方法 
によるカトリック解放と併合撤廃とを求める運動の推 
進者であった。1823年，O’Connellは困窮する力トリ 
ック大衆を組織して， カトリック協会（Catholic Asso­

ciation) を設立し， カトリック解放に向けての運動を 
開始し，1829年イギリスから力トリック解放令を獲得 
するのに成功した。つづいて，彼はイギリスとの併合 
撤廃に向けて， リピール協会〔Repeal Association) を 

設立し，大規模な大衆集会を背景に合法的な議会活動 
による併合撤廃を達成しようとした。 こ の 時 期 に 0 ’ 

Connellの運動とともに看過できないのは，1842年に 
『ネイション』(_Natim) を創刊した青年アイルラ ンド 

党 （Young Irdand)の運動であった。 この運動は，ア 
イルランド人は信条，人種，階級を越えて統一されな 
けれぱならないとするThomas Davis,アイルランド 

議会党がどのような責任をもって下院で機能を果たす 
かについての戦 術 理 論 を 考 え た Charles Gavan Du­

ffy, アイルランド独立のための武力闘争を主張した 
John Mitcheし 土 地 問 題 の 重 要 性 を 唱 え た James 

Fintan L a lo rを中心メンバ一としていた。
1846年から47年にかけてのアイルランドのポテト飢

「三田学会雑誌I 78卷 1 号 （I985年4月）

注 （12) K. M arx「アイルランド問題についてのおこなわれなかった演説の下* き」（『M E全集』訳，16巻）p.435.

( 1 3 ) 本稿では普通「イギリス」は 「連合王国」のことを示すが，アイルランドとの対比では「イングランド」を示す。 
〔14) John O’Leary, Recollections of Fenians and Fenianism, 1896, Joseph Denieffe, Irish Revolutionary Brothe­

rhood 1906, John Devoy, Recollections of an Irish Rebel 1929.

(15) Marcus Bourke, John (JLeary-A Study in Irish Separation, 1967. Desmond Ryan, The Fenian Chief 

1967, R. V. Comeford, Charles J. Kickham, 1979.

(16) T. W. Moody & F. X. Martin (ed.), The Course of Irish History, 1967 (邦 訳 『アイルランドの風土と歴 
史』堀越智監訳，1982年，論創社)，J. C. Becket, A Short History of Ireland, 1966 (邦 訳 『アイルランド史』藤 
森一明，高橋裕之訳，1972年，八潮出版)，堀越智『アイルランド民族運動の歴史』1979年，三省堂。

(17) D. George Boyce, Nationalism in Ireland, 1982, p. 156.

ひ8) Ibid., p. 172.
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フィニアン運動史研究の問題

霞は民族運動に大きな影響を与えた。1851年のアイル 
ラソ ドの人口は650万で，1845年の推定より200万の 
減少を示していた。そのうち100万人はアメリカなど 
への移民によるものであり，残 り の 100万人は死亡に 
よるものであった。 この社会的経済的破局によって， 
O’Connellが1820年以来築きあげてきた併合撤廃の 
ための運動組織が衰微した。 アイルランド人の多くに 
とってはまさに，餓死とバニックによって独立どころ 
ではなくなったのである。

しかし， このような状況にあっても民族運動の指導 
者たちは， イギリスからの独立の試みを止めようとし 
なかった。1848年， フランスに革命が起ると，その影 
響 を 受 け て Smith O 'B r ie n に率いられた青■年アイル 
ランド党が蜂起したが，直ちに鎮圧された。 この蜂起 
に は 後 に フ ィ ニ ア ン 指 導 者 と な る James Stephens 

や John O 'M ahonyが参加している。言年アイルラ 

ンド党の蜂起失敗からフィユアンの成立までの民族運 
動は，Charles Gavan D u ffy によるアイルランド小 
作 権 同 盟 （Tenant League)あるいは，独立アイルラ 
ン ド 党 （Independent Irish Party) といった合法的運 
動が中心である。 しかし， アイルランド人たちは， こ 

の時期の運動によって，合法的運動からは何ら良い結 
果は得られないと確信するに至った。

Fintan La lorの死後，アイルランドにおいては革 

命組織は姿を消し組織設立の中心はニューヨークの 
アイルランド人 コミュニティ一に移った。 1855年， 
Joseph Denieffeは言年アイル ラ'ンド党の蜂起に参加 
し た Michael D ohenvの援助のもとに，革命組織を

作るために合衆国からアイルランドへ渡った。Denie­

ffe は，若者たちを集め軍事教練を行なっていたPeter 

L an g an と出会い， ともに革命組織設立を探ったとこ 
ろ，1856年初め，亡命先のバリから戻ったStephens 

が接近してきた。そして，1858年 3 月17日，Stephens 

を中心として前記の I R B が設立されたのである。

この組織は，アイルラン ド南部において文学歴史研 
究のための協会として設立されたフエニックス.ソサ 

エ テ ィ （Phoenix Society) を吸収することによフて運 

動を拡大し，さらに秘密組織として活動していたリボ 

ン.ソサエティ  一 （Ribbon Society) を吸収し発展し 

ていった。例えぱ，アイルラン ド北 部 の Monaghan 

州では，James Blayney R iceが リボン.ンサエティ 

一のメンバーをフィニアンにすることに成功している。 

そして，1861年11月に行なわれた，看^年アイルランド 

党の指導者であったTerence Bellew M cM anusの 

葬儀から， フィユアン運動は急速に発展する。 フィニ 
アンの宣誓をも .とに，Leinster, Munster Connacht, 

U lsterというアイルランドの4 つの地方ごとに新し I 、 
フィユアンのサークルが組織された。軍事教練，資金 

調達のためのバザーが開かれ，武器も輸入された。

一方，イギリスでは1862年 9 月と10月にイタリア統 
一の推進者であったGaribald iの支持者たちと，Ga­

ribaldi と对立するローマ教皇を支持するアイルラソ 

ド人力トリックの間に暴動が生じた。 9 月28日， ロン
ドンのハイド . バークでワーキングメンズ.‘ガリバル

ディ.ア ン . コミッチィー（Workingmen’s Garibaldian 

Committee)に よ る 1 万人から2 万人の集会が開かれ

注 （1 9 ) 堀越智監訳，『アイルランドの風土と歴史』P. 305.

(20) D. George Boyce, op. cit., p. 171.

(21) 詳しく ほ，J. H. Whyte, the Independent Irish Party. 1850〜9,1958を参照されたい。

(22) D. George Boyce, op. cit., p. 176.

(23) E. R. R. Green, 'The Fenians', History Today, VIII, October, 1958, pp. 700〜1,‘The Beginnings of Fe- 

nianism', T. W. Moody (ed.) The Fenian Movement, 1968, pp. 15~17.

〔24) Frank Hugli O'Donnell, Tenianism—Past and Present,, Contemporary Review, XLIII, May 1883, p. 

75 3 ,フェニックス.ソサエティ一については Sefin 6  Ltiing, 'The Phoenix Society in Kerry, 1858〜9’，Kerry 

Archaeological and Historical Society, Journal, vol.も 1969.

(25) Sein 6 Liiing, ‘A Contribution to a Study of Fenianism in Breifne,, Breifne, iii, no.10.

(26) Breand&n MacGiolla Choille, ‘The Fenians, Rice and Ribbonmen in County Monaghan 1864一67', Clo- 

gher Racord, vi, no. 2 , 1 967 .リボン.ソサエティ一については Tom Garvin, 'Defenders, Ribbonmen and 

Others: underground political networks in pre-famine Ireland,, Past and Present, no. 96,1982, M. R. 

Beams, 'The Ribbon Societies: Lower-Class Nationalism in Pre-famine Ireland,, Past and Pres^, no. 

97,1982.

(27) Anonymous, Tenianism, A Narrative By One Who Knows’，Contemporary Review, XIX, February〜 
April, 1872, pp. 304—305.

(28) Sheridan Gilley, 'The Garibaldi Riots of 1862,, The Historical Journal, XVI, 4,1973.
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たとき，千人のアイルランド人がこれを襲った。 さら 
に， 1 週間後の10月 5 日， 1 万人がハイド.バークで 
Garibald i支持の集会を開いたときに，再 び 約 200人 
のアイルランド人が襲った。 これらの暴動は， フィニ 

アンの偽装組織であるナショナル. プラザ一フッド . 

オ プ •セント バ トリ ッ ク（National Brotherhood of St. 

Patrick)の仕業であると，アイルランド人プロテスタ 
ント，Edward Harper Iは強く主張し/こ。 この暴動は， 
イギリスにおけるアイルランド人の位置を根底的に変 

化させ，ナシヨナル. プラザーフッ ド .オ プ .セント 

バトリックのロンドン支部数を2 倍にした。
しかし， Stephensはこれらの成功を有利に利用す 

ることに失敗し，1863年までに資金および武器の不足 
が顕在化する。 これを克服するために， Stephensは 
John O’L e a ry ら と 『アイリッシュ . ピ一プル』〔/n'sみ 
People)を創刊した。最 初 こ の 新 聞 は Stephensを中 
心としていたが， 3 週 間 後 に O’L ea ry が責任をもつ 
ものとなった。O’Learyは前に紹介したDavisの 『ネ 
イション』をモデルとし，武 力 反 乱 を 主 張 し A. M. 

S u lliv an と T. D. S u lliv an らの穩健派ナショナリス 

トと対立した。 また， フィニアンを反力トリックとし 
て 非 難 す る C u llen大司教に応え，アイルランド古来 
のカルチャーを奨励した。移民にも反対しテナント . 

ファーマーを結束させたことは，10年 後 の 土 地 同 盟  
(Land League)への道を開いたともいわれている。

第 n 享 ア メ リ カ 合 衆 国 と カ ナ ダ
に お け る フ ィ ニ ア ン 運 動

前 述 し た F B は，アイルランドの IR B を政治，軍

財政的に援助すろために合衆国に在住するァイル 
ランド人の間で設立された組織である。1858年のニュ 
一ヨークで開かれた集会でO’M ah on y が当時40人ほ 
どのメンバーを擁していたF B の代表に選ばれた。彼 

は合衆国のアイルランド人を組織し，アイルランドに 
おけるイギリス支配を転覆すろことに活動を集中した。 
最初，組織はニューヨークに限定されていたが，他の 
地域に拡大していった。その間アイルランドで活動し 
ていたStephensは 1RBの資金を作るためにO’Leary 

を合衆国へ送つた。O’Learyはァイルランド人移民 

の集会で協力を求める演説をし， さらに，O’Mahony, 

Michael Doheny, John M itc h e llらの著名な合衆国 
のアイルランド人ナシヨナリストと接触し，資金援助 

を求めた。1863年11月のシカゴのF B の代表者会議で， 
合衆国の憲法と類似したフィニァンの組織綱領のもと 
で へ ッ ド . セ ン タ 一 に O’M ahonyが 選 出 さ れ ，Ste- 

phensは， ヨーロッパ代表兼アイルランドの組織者に 

格を落された。1864年 3 月には，組織の資金を獲得す
る た め に フ イ ニア ン . フ ァ ン シ ー . . フ ェア （Fenian 

Fancy F a ir )という大バザールが開かれる。 その販売 

額 は 5 万 5 千ドルに達したという。
1861年に南北戦争が始まるまでは，ァメリカ人にと 

っ て フ ィ ニアンの行動は敵意あるいは無関心をもって 

受けとめられていた。 しかし，ァイルランド人が軍隊 
へ参加したことと，イギリス政府への敵意が生じてき 
たことから，アメリ力人は逆にフィニアンに共感を持 
つようになった。 さらに，民主党と共和党急進派がァ 
イルランド系アメリ力人の投票を獲得しようとアイル 
ランドの独立を支持したために， フィニアンは自由に 

組織を拡大することが可能であった。 また合衆国政府

注 (29) Daily News, October 22 1862, quoted in Sheridan Gilley, ibid., p. 728.

(30) Universal News, October 18 1862, quoted in Sheridan Gilley, ibid., p. 730.

( 3 1 )プラザーフッド. オプ . セントバトリックはイギリス軍によるアイルランド人の多くをメンバーにした。（E.RR . 

Green, ‘The Fenians’ op. cit" p. 702) 1867年 2月においてイギリス海軍58,324人中U. 38% が力トリック教徒で 

あり，この大部分がアイルランド人であったと推測できる。Stephensらはイギリス海軍内の反乱を考えてはいなか 

った。（John De Courcy Ireland, 'A Preliminary Study of the Fenians and the Sea,, Eire-Ireland, vol.2 

no. 2 ,1967, p. 41.

(32) Marcus Bourke, ‘John O'Leary's Place in the Fenian Movement', North Munster AnUquarian Jourruil, 

10,1966—67, p. 150.

(33) Malcolm Brown, Tenianism and Irish Poetry,, University Review, vol.IV, no. 3, p. 243.

(34) Marcus Bourke, op. cit., p. 151.

(35) Anonymous, ‘Fenianism, A Narrative By One Who Knows’，op. cit., p. 303.

(36) Marcus Bourke, op. cit., p. 150.

(37) E. R. R. Green, ‘The Fenians’，op. cit., p. 702.

(38) Anonymous, Tenianism, A Narrative By One Who Knows', op. cit., p. 307.
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に大きな影響力を持っていたBernard D. K ill ia n は， 
アイルランドのフィニアンが戦争行為を宣言したぱあ 
いには，合衆国はアイルランドを交戦国として認め艦 

隊を派遣するという大統領の約束を取りつけていた。
このような状況において，1865年に南北戦争が終結 

すると，北軍だけで15万人のアイルランド人兵が除隊 
し，彼らの中から多数が，アイルランドにおける蜂起 
に参加することができた。そこで，ヘッド.セ ン タ ー  

とともに最高権力を分与されていた中央協議会は，
1865年 8 月 5 日に蜂起のための最終召集を出した。 こ 
うしてアイルランドでの蜂起の準備が急速に進められ 
ていった。 このような動向を見てイギリス政府はアイ 
ルランドにおける蜂起の可能性を察知し， フィニアン 

運動を弾庄する方針を決定した。 9 月16日イギリス政 
府 は 『アイリッシュ . ピープル』 の事務所を急襲し， 

多数のフィニアン指導者を逮捕した。 また，銀行に預 
託されていたフ 

収された。

アンの資金700ポ ソ ドは政府に没

アイルランドでの逮捕の知らせは，合衆国のフィニ 
アン指導者に動揺をひきおこした。 同年10月16日のフ 
ィラデルフィアの代表者会議では，O’Mahonyが活動 
を起こさないことに批判が集中し，今までの組織綱領 
を修正し中央協議会とへッド.センターを廃止するこ 
とが決定され， O’M ahonyの F B における地位は低 
下した。そして，新 た に 15人からなる上院（Senate)

が結成された。上院のメンバーは即時行動すること-を 
主張した。1865年12月 2 日， 上 院 派 は O’M ahonyに 
代 え て William Randall Robertsを F B の代表に選 
んだ。一方，O’M ahonyは 1866年 1 月 3 日ニューヨ 

一クで代表者会議を召集し，再 び へ ッ ド . セ ン タ ー と に 終 っ た 。

なった。 こ こ に O’M ahony 派と上院派の対立は決定 

的なものとなっていった。
1866年 4 月， O’M ahony派 は カ ナ ダ の Campo Be­

llo Is lan d を占領しようとした。 この計画の目的はア 
イルラン ドへの進攻のための，あるいはイギリス商船 

の掠奪のための軍隊を， この島で組織することであっ 
た。彼 ら は M arine の Eastportに赴いたが， 計画 

は失敗した。 この失敗により， カナダを進攻すること 
によりイギリスに打撃を与えようとする上院派への支 
持が上昇した。 同 年5 月31日，上 院 派 の John O’Neill 

大佐 が800人のフィニアンを率いてナイアガラを渡っ 
てカナダに入り，Fort E r ie の村を占拠した。 しかし 
6 月 2 日Ridgewayの村の近くで彼らはWolseley将 
軍に率いられたカナダの志願兵に敗北した。そして6 

月 3 日，中立法を遵守するために送られた合衆国陸軍 
の Meade将軍により，0"N e ill大 佐 ら は 逮 さ れ た 。 
さらに， 6 月 6 日，Johnson大統領はイギリス大使の 

烈しい抗議に促されてフィニアン運動を禁止する宣言 
を 出 し Meade将軍が上院派の指導者Sweenyを逮捕 
した。 ここにカナダ進攻計画は崩壊した。 これ以後， 

合衆国におけるフィニアン運動への一般的支持は減少 
し， Sweeny, R o b e r ts らもフィニアン運動への関心 
を失っていったのであった。

その後も再度カナダへの進攻計画が練られる。1868 

年 1 月 1 日，上院派のへッドとなったO’N e ill大佐は 
新たなカナダへの進攻を'計画し，1870年 5 月25日，彼 
らはカナダへSt. Alban’s から入ったがすぐに擊退さ 
れ，計画は再び失敗に終った。 さらに，同年10月 3 日 
にも三度カナダへの進攻が試みられたが， これも失敗

注 （39) Arthur Mitchell, ‘The Fenian Movement in America', Eire-Ireland, vol.2, no. 4,1967, p. 8.

(40) Anonymous, .The Fenian Brotherhood’，Blackwood's Magazine, CLXC, 1911, p. 391.

( 4 1 ) E. R. R. Green, ‘The Fenians', op. cit., p. 702.

(42) Anonymous, 'Fenianism, A Narrative By One Who Knows", op. cit., p. 308.

(43) Anonymous, ‘The Fenian Brotherhood', op. cit., p. 389.

〔44) William D’Arcy, The Fenian Movement in the United States: 1858—1886, 1947, pp. 79一81.

(45) Breand^n 6 Cathaoir, ‘American Fenianism and Canada 1865一1871’，Irish Sword, vol.8, no. 31,1967, 

p. 79.

(46) Anonymous, ‘Fenianism, A Narrative By One Who Knows’，op. cit" p. 392.

(47) John De Courcy Ireland, op. cit., p. 45.

(48) Arthur Mitchell, op. cit, p. 9.

(49) G. C. Duggan, 'The Fenians in Canada’，Irish Sword, vol.8, no. 31,1967, p. 89.

(50) Brendan 6 Cathaoir, op. cit., p. 81 .この戦闘でカナダ側に12人の死亡者と40人の負傷者，フィニアン側に8人 
の死亡者と20人の負傷者を出した。

(51) Ibid., pp. 84一85.
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第IE享蜂起.カトリ 急進主ま

1867年，アイルランドでフィニアンは二度にわたっ 

て蜂起した。 2 月1 2 , 13日には，アイルランド南部の 
Kerry州のみに蜂起が生じ， 3 月 5, 6 日にはより広 

範な地域で蜂起が生じたが，治安が著しく乱れたのは， 

Dublin, Cork, Tipperary, Limerick, Clare, Queen, 

L ou th などの諸州だけであり，Connacht地方では蜂 
起が起こらず，U ls te r地方では蜂起の計画さえなか 
った。

2 月1 2 , 13日 の K erry州の! 起は15時間しか続か 
なかった短命なもので，John James O’Connor大佐 

を指導者とするフィユアンがKellsの沿岸警備隊のス 
テーションを攻撃し少量の武器を奪っただけで終わり， 
Killarney, K illorg linでは計画されていた蜂起が起き 
なかった。 2 月14日，軍 隊 が Killarneyに到着し， フ 
ィニアンが隠れたといわれたTomies W o o d に行っ 

たが，彼らを発見することはできなかった。その後ま 
もなく軍隊は他の地域でおこる可能性のあったフィニ 

アン蜂起のために，Kerry州から撤退していった。住 
民 はフィニアンに共惑を持っていたために，フィニア 
ンを逮捕しようとしたK erry の警察署長は敵意をも 
ってみられていた。

3 月 5, 6 日のフィニアン蜂起について，本稿では 
Lim erick州 K ilm allockの警察バラック襲擊につい 

てのみ取り扱いたい。L im e r ic k 州 で は Kilmallock

だけでなく，Adragh, Kilteelyでもフィニアンは警察 
バラックを襲擊したが，Kilm anockのものが最大で 
あった。 3 月 5 日の夜から6 日 に か け て Kilmallock 

の警察バラックを，統を持っている者もわずかはいた 
が多くはつろはしを持ったフィニアンカ•、襲撃した。 し 
かしながら，警官が統にょる反撃を開始したために，
フィニアンは形勢が不利と考え撤退したのである。

フィニアンの襲擊後，Kilmallock警 察 への増援隊 
が次から次へと到者した。 3 月 7 日 付 の 『リメリック
• ク ロ ニ ク ル 』(̂ Limerick Chronicle)に よ る と ， リスぺ 
クタプルな階級は増援隊の到着を喜んだが，下層階級 

は敵意をもって迎えたとしている。 また， 3 月16日付
の 『ウィークリー ース』 r Weekly News) による

と，襲撃の間，町の人々はフィニアンと親しく交わっ 

ていたとしている。 3 月 6 日の午後までに約100人の 
武爱警官が20人のフィニアンを遠捕し裁判のための 

特別委員会が設立された。
次に，アイルランドのフ ィ ニ アン蜂起が合衆国のフ 

ィ ニ ア ン に 与えた影響をみ て みよう。 ニ ュ ー ヨ ー ク で  

は，すぐに蜂起に共感を示す1 万人以上が参加した集 
会が開かれた。 そして， 蜂起をおこしたアイルラン 
ド人を援助する遠征が組織され， 4 月 13日，John F. 

Kavanaghによって指揮された9 名のクルーと，34名 
の義勇兵を乗せた115トンのプリガンティン型帆船ュ 
リンズ• ホ ー プ （Erin’s Hope)力；，アイルランドへ向 

けてニューヨークを出発した。 6 月 1 日，31人がアイ 
ルランドのHelvick H eadに上陸したが， まもなく警

注 〔52) Se^n 6 Liiing, ‘Aspects of the Fenian Rising in Kerry, 1867,, Journal of Kerry Archaeological and 

Historical Society, vol.3,1970, vol.4,1971, vol.5,1972, vol.6 1973, vol.7,1974.

(53) Anonymous, 'Fenianism, A Narrative By One Who Knows’，op. cit, p.629.また， イギリスのアイルラ 
ンド系アメリ力人は合衆国からの援助なしに独自の運動を進め，the Directoryを結成してChester Castleへの 
攻撃を計画した。1867年 2 月10日の夕方，McCafferyらはChesterへ到着したが，S 朝厳重な警備のために計画 
は中止された。（Ibid., p .626)

(54) Se^n 6 Liaing, op, cit., vol.3,1970.

(55) Ibid., vol.4,1971.

(56) Se^n 6 Siillebh^iin, ‘The Iveragh Fenians in Oral Tradition’，University Review, vol.IV, no. 3, Winter 

1967, p. 226.

〔57) Mainchin Seoighe, 'The Fenian Attack on Kilmallock Police Barracks,, North Munster Antiquarian 

Journal,10,1966—67.

(58) Ibid., pp. 159—163.

(59) Ibid., p. 164.

(60) Ibid., p. 165, Limerick 州の Ardagh では 24 人，Kilmallock では 41人，Kilteely では 7 人のフィ ニアンが逮 

捕された。〔Edward Keane, 'Active Fenians in Co. Limerick as Listed in the Crown Solicitor’s Brief’， 

North Munster Antiquarian Journal,10,1966—67)

(61) Anonymous, 'Fenianism, A Narrative By One Who Knows,, op. cit., p. 634.
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察に逮捕され(：£ 。
次に，アイルラン ドにおけるフィニアン蜂起と IRB 

と F B の関係をみてみよう。1866年 5 月10日，Stephe­

ns は合衆国に到着し，O’M ahonyに 代 わ り F B の 
ヘ ッ ド . センターになった。 そ し て ， Stephensは 

Thomas J. Kelly を副官に，Gustave Paul Cluseret 

をアイルランドの軍事組織の最高司令官に選んだ。 
1866年10月28日のフィニアンの集会で， この年に行な 

うはずであったアイルランドにおける後起に对して， 
S tephensが延期を申し入れた。 この申し出は烈,しい 
反 対 を 呼 び 起 こ し Stephensは F B の 軍 *的 指 導 者  

の地位を追われる。そして，同年12月には，K e lly が 
Stephensに 代 わ り F B の最高責任者となる。

K e lly はアイルラソ ドでの蜂起を実施するために行 

動をおこした。1867年 1 月末までにアイルランド系ア 

メリ力人将校の大部分がロソ ドンへ行った。1867年 2 

月rO日， ロンドンでK e lly を中心とし4 人 の IR B の 
各地方の代表 Edward Duffy, William Harbison, 

Edward O'Byrne, Dominick Mahony を含んだ臨時 

政府が樹立された。そして， 3 月 5 日にフィニアンが 
蜂起することが決定されたのであった。

フィニアン蜂起の失敗の要因は，一般的には， FB 

内の分裂によるアイルランドへの資金，武器の供給不 
足，指導者の不在， John Joseph Corydonのような 
スバイの活躍，天候の異常な悪さなどがあげられて、 
る。 しかし， これらの要因だけでは多くの問題が解か 
れない。 これらの要因の他に， フィニアンの最高司令 
官代理でありながらイギリスのスバイであったGod- 

frey Massey力’、，当初計画された蜂起計画が実行に移 
されないように活躍したことに注目しなければならな 
い。 フィニアン蜂起は失敗したが，蜂 起 は Gladstone

をはじめ，多くのイギリス自由主義者をアイルランド 
での改革や変革を行なう方向に向けたのであった。

最後に，蜂起後のフィユアン運動について付言して 
おこう。 I R B はアイルランドにおけるフィニアンの 

意思決定機関として最高評議会（supreme council) を 
設立し，1869年 4 月24日，アイルランド人に向けての 
メッセージを発表した。そして，1869年 8 月18日，最 

高評議会は設立後初めて公式的な組織綱領を発表した。 
その後 , I R B は1873年11月，Isaac B u t t の率いる自 

治同盟に参加することになる。
IR B の指導者は，政治に関する聖職者の権威を打ち 

碎 くべきだと考えていた。一方， カトリック教会はフ 
ィニアン運動の開始直後から，Cullen大 司 教 や Ke­

rry の Moriarty司教の指導のもとにフ ィニアンを批 

判していた。その批判の論点は，次のようなものであ 
った。第 1 に，武力によって合法的政府を転覆させる 
ことは罪悪である。第 2 に，宗教家でない見知らぬ者 

に盲従することは誤りである。第 3 に，『アイリッシ 
ュ . ピープル』は社会主義を説き，すべての教会の権 

威を軽視するものである。第 4 に， フィニアン連動は 
アイルランドを流血の破減に尊く希望のない試みであ 
る。C u llen大 司教はフィニアン指導者をMazzini, 

Garibaldi, カルボナリ党， フリーメーソン，国際的社 

会主義者と同じものだとみなしていたのである。教会 
はフィニアンに反対し彼らの活動を非難したと考えら 
れている力'、，果たして100年以上前に27人の司教と3 

千人以上の司祭すべてが， フィユアンのような複雑な 
問題にー致した意見を持っていたのだろうカ >̂

アイルランドの力トリック教会とフィニアン指導者 
との最初の衝突は，1861年11月の，言年アイルラソ ド 
党、の指導者であったM cM anusの葬儀をめぐって生

注 （62) John De Courcy Ireland, op. cit., pp. 45—48. Erin’s Hope については O’Donovan Rossa, Irish Rebels in 

English Prisons, 1882, pp, 302一3, Joseph Denieffe, op. cit., pp. 208〜11, London Times’ August 21,1867, 

Illustrated London News, June 6,1867.

(63) Peter Nolan, ‘Fariola, Massey and the Fenian Rising', Journal of the Cork Historical and Archaeologi­

cal Society, vol. LXXV, no. 221, 1970, pp. 2—3.

(64) Ibid, p. 4.

(65) Ibid., pp. 5—11.

(66) K, B. Nowlan, ‘The Fenian Rising of 1867,, T. W. Moody (ed.) The Fenian Movement 1968, p. 35.

(67) T. W. Moody, Leon O'Broin, ‘Select documents XXXII the IRB Supreme Council, 1868—78', Irish 

Historical Studies, vol. XIX, no. 75,1975, pp. 286—289.

(68) John O'Leary, op. cit., p. 33.

(69) Donal McCartney, ‘The Church and Fenianism', University Review, vol.IV, no. 3,1967, p. 205, 1865年 
10月10日付のCullen大司教の教書はフィニアンに对するこれらの態度を要約している。
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注 （70) 

(71)

Tomお O Fiaich, ‘The Clergy and Fenianism, 1860一1870’，Irish Ecclesiastic Record, 109, 1968, p. 82. 

John Newsinger, 'Revolution and Catholicism in Ireland 1848—1923’，European Studies Review, vol.9, 

no. 4,1979, p. 471.

Donal McCartney, op. cit„ pp. 207一8.

Cornelius O’Dowd, ‘Fenians', Blackwood’s Magazine, Cl 1867, p. 60.

Donal McCartney, op. cit., pp. 211—12.

John Newsinger, op. citり pp. 471—2.

Donal McCartney, op. cit., p. 213,

Robert J. Bateman, ‘Captain Timothy Deasy, Fenian’，Irish Sword, vol.8, no. 3,1967, pp .135—6. 詳し 

く は Paul Rose, The Manchester Martyrs, 1970.

Breand^n MacGiolla Choille, ‘Mourning the Martyrs, A Study of a Demonstration in Limerick City 

8.12.1867’，North Munster Antiquarian Journal，10,1966一67.

Se^n 6 Liiing, op. cit., vol.7,1974, pp.116—8.
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じた。M cM anusの 遺 体 が D u b lin へ着いたとき， 
C u llen大司教は教会に安置することを拒否した。 力 

トリック教会全体としてはC u llen大司教の指導によ 
り葬儀に反対したが，聖 職 者 の 中 に はK eane司教や 

Kenyon師 や Lavelle師のように葬儀に共感を示す者 
がいた。Lavelle師は，McManusの葬儀のときには演 
説し， さらに1862年 D u b lin の Rotundoで 「革 命  

の権利に関する力トリックの教義」について講演して 
いる。 また，彼は前述したプラザーフッド . オ プ . セ  
ントバトリックの副議長も勤めていた。Lave lle師の 

他に，T u a m の M acH a le大司教もプィニアンの共 
感者であり，C lonfertの D erry司教とともに， La­

velle 師がプラザ一フッド . オプ.セントバトリック 

を辞め公的に謝罪することに反対し， C u llen大司教 
とはロ一マで論争し，1864年 3 月のシカゴのバザーに 

は自分自身が* いたポートレートを出している。一般 
的に考えられることは，下位の力トリック聖職者はフ 

ィニアンに共感を持っていたかもしれないが，上位の 

聖職者の命令によってフ ィニアンを支持することを控 

えていたことである。 また，上位の聖職者の中にもフ 

ィニアンを支持していた者がいたが，合法的運動によ 
って自分たちの要求をイギリス政府から獲得できると 
考えていたために， フィ 
ある。

反宗教的で反力トリックであるという批半IJを避ける上 

で限界のあるものであった。
しかしながら，フィニアンと教会の対立は， 「マン 

チェスタ一の葡教」やアムネスティ.アンシエーシヨ 

ンの大規模なアピールや釈放されたフィニアンの歉迎 
会によって次第に解消されつつあった。「マンチェス 
ターの残?教」 とは3 人 のフィニアンが処刑された#件 
であった。 マンチェスターで開かれる予定の代表者会 
議に出席するためにイギリスへ渡ったK e lly と Dea- 

sy は，1867年 9 月11日，路上で逮抵された。一週間後

の18日， フィニアンは2 人の救出には成功した力*S 

Charles B re tt巡査部長を殺害した。 この容疑のため 

に 逮 捕 さ れ たAllen, Larkin O’B r ie n が 同 年 11月23 

曰死刑に処せられた。 この処刑は多くの人々にフィニ 
アンに対する共感を引き起こした。 3 人の処刑に対す 
る最初の抗議行動は，同年12月 1 日のマンチェスター 
や Cork C ity や Bandonでの葬儀の形を模傲した行 
進であった。12月 8 日には， Lim erickで 3 人のため 

の葬儀行進が行なわれた。 1 時 にメ力ニックス . イン 
スティテュートを出発した行進は6 頭の馬に引かれた 
葬儀馬車を先頭とし， 700人の女性，300人から400人 
の男子学生，100人の若者， さらに搏製造人，石工， 

ア ン 支 持 を 控 え て い た の で 大 工 な ど の 集 団 が つ づ き ，行 進 は 1 マイルに及んでい
る。 また，Killarney, T ra leeでも，行進が計画され

フィニア ンの聖職者に対する態度は『アイリッシュ 

. ピープル』 のなかで明確に示されている。すなわち， 
K ickham は，「政治に聖職者はいらな1/、」(no priests 

in politics)を繰り返し聖職者は政治のリ一ダーシッ 
プのどんな形態にも適さないことを示したのである。 
K ickh am らは，神学，道徳， 教義についての議論を 

避け，政治に関する議論をした。政治に対する聖職者 
の関与を拒否するという論理は， フィニアンに対する

たが実行されなかった。
フィニアンと聖職者が接近したことを示すま実をそ 

の後も見いだすことができる。1869年初め, ' C o r k で 
釈放されたフィニアン囚人のための歉迎会にLavelle 

師 と Anderson師が参加し， この年の終わりにはア 
ムネスティの運動がいくつかの教区で聖職者の支持を 
獲得し，Tuam, Meath, Fernsでフィニアン囚人の 

釈放を要求する聖職者の集会が開かれた。1870年初め

(72)

(73) 

〔74) 
〔75) 
(76)
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の 『フリーマンズ . ジャーナル』 (_FT"eemati'S JournaO 

は，アイルランドの聖職者の約半数にのぼる1,400人 
がフ ィ ニアン囚人釈放のために署名したと伝えている。

フィニアンに対する聖職者の共感が高まっていた 

1869年から70年の冬に開かれたヴァチィ力ン公会議に 
参加したアイルランド人司教のもとに，Lavelle節と 

R y a n 師がフィユアンに共感した革命的声明を出した 
との報告が届いた。 この報告は，1869年12月23日，28 

日， ローマのアイルランド人司教たちによって討議さ 

れた。その結果，布教聖省に教皇がフィニアン運動を 

批判するように要求することを決定した。 これを受け 
て，教皇は1870年 1 月12日 付 で 「フィニアンと呼ばれ 
る，アメリカ，アイルランドの団体は教皇の保有する 

正式破門を受けなければならない。」 という教令を出 
したのであった。

Stephensは， フィニアンとイギリス急進主義者， 

あるいは大陸の草命家たちとの同盟を不可欠なものと 
考えていたが，Thomas Clark L u b y らが反対してい 
たので，.運動が分裂することを避けるために，初めは 

左翼的意見を控えていた。 しかし， フィユアンの力だ 
けでは独立を達成することが不可能であろことが明ら 
かになるにつれて，イギリス急進主義者に協力を求め 
るようになった。

最初に， フィニアンと選挙法改正連盟(Reform Lea­

gue) の関係をみてみよう。1860年代イギリス労働者 

階級が男子普通選拳権や秘密投票等を要求し，労働者 
階級の政治的権利の問題が大問題として提起されたと 
き，選挙法改正連盟がその運動の中心であった。1866 

年初めの数か月間のラッセル.グラッドストンの選挙 

法改正案が議会で審議されたときには， イギリスでは 
これに対する議論は少しもおきなかった。 し力、し，法 

案の内容が知れわたると，選挙法改正連盟を中心とし 
た数か月にわたる激しい煽動活動が始まつすこ。1866年

7 月初めのトラファルガア広場での大示威行動につづ 

き，選挙法改正連盟はハイド• パークで集会を開こう 
とした。「ハ イ ド . バークへの入園を要求し， 拒否さ 
れ た 連 盟 会 長Edmond Bealesは彼に近い追従者や支 

持 者 を 連 れ て（トラファルガア） 広場に向かった。（しか 
し） このことや，警察が正装し，上品な言葉を使う人 

々の入園を許した恣意的なやり方に恐らく激怒した群 
衆は，. 破損していた棚を打ち倒し，三日三晚断続的で 
はあったが小ぜりあいがつづいた。」そ の 後 ， 再び選 
挙法改正連盟の指導者が，1867年 5 月 6 日にハイド. 

バークで集会を開こうとしたとき，政 府 は5 月 1 日付 
で集会を禁止する声明言を出した。それにもかかわら 
ず， 5 月 6 日 「午 後 6 時頃選挙法改正連盟のクラーヶ 
ンウュル支部が自由の帽子を上にのせた赤旗を持って 
バークの中に現われた。30分後，公園には1 万ないし 

1 万 5 千の人が集まった。連盟の指導者は大きな喝采 
のうちに入園し，10を下回らない別々の演壇から群衆 
に向かって演説し始めた。」 このハイド .バークでの  

集会の成功によって，選 挙法改 正 連 盟 はDisraeliに， 
選 挙 権 を r原案より殆ど4 倍」拡大した修正案を受け 
入れさせることに成功したのであった。

フィ ニアンが選挙法改正連盟の指導者に同盟を申し 
出た1867年初めを，Royden H arr iso n は次のように 

述ぺている。「1866年の末と翌年の初めにかけて， 経 

済的不況が表面化し，数万人が職を失った。 これまで 
政治的騒動につきものであ0 たコレラも発生した。不 
景気と同じく，それはロンドンでは特別に奇酷なもの 
に受けとられた。 とかくしている中に， E y re 知 #を  
告訴しようとするジャマイカ委員会の試み， フィニア 
会の活動， シェフィ一ルドでの『機械打ちこわし』 と 
殺人事件の結果として，漸 次 的 • 政治的暴力にたいす 

る関心が著しく高まっていった。支配階級は，一方の 
側での改正論者と他方の側でのアイルランド人または

注 (80) 1869年 3月にはButt, Richard P igo ttらのアムネスティ運動によってPortland j a i lから15人，西オーストラ 

リアから34人のフィニアン囚人が解放された。さらに，1870年 4 月にはGladstoneが自治運動内のフィニアン囚人 

の解放要求の大きさに驚き，フィニアン囚人の扱いに対する新い、調査を開始させたのであった。 （John Senan 

Moynihan, 'Fenian Prisoners in Western Australia,, Eire-Ireland, vol.4, no. 2,1969, p .11)Gladstone 

とフィニアンについては，J. L. Hammond, Gladstone and the Irish Nation, 1938を参照されたい。

(81) Tomas 6 Fiaich, op. cit, p. 95.

(82) Ibid., pp. 95-6.

(83) John Newsinger, ‘Old Chartists, Fenians and New Socialists', Eire-lreland, vol.17, no. 2,1982, p. 23.

(84) R . ハリソン，田ロ富久治監訳『近代イギリス政治と労働運動，1860年〜1970年』1976年，未来社，第m享。

( 8 5 ) 『同上書』，p. 95.

( 8 6 ) 『同上言』，P.112.
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労働組合主義者とが融合していくのではないかと見て 
大いに不安を感じ始めた。」

1867年初め， Cluseretが選挙法改正連盟の指導者 
W. R. Cremer, Robert Hartwell, George Odger ら 

に同盟を申し出たとき， この提案は断わられたが，選 
拳法改革が行なわれなければ，彼 ら は 「喜 ん で Clu­

seret の提案を受け入れよう。」 と述べた。 また， この 

ときGeorge Odgerはこれに好意的態度を示したので 

あった。
1867年 5 月 6 日選挙法改正連盟がハイド.バークで 

集会を開こうとした時期に，フィニアンとの同盟を示 
唆する新聞記事が，Cremer, Odger, L eno らが編集責 
任を分担してい た 『コモンウェルス』(X乂mmonwealth) 

に現われている。それは， r フィニアン運動はアイル 

ランドに限られるなら，少しもあるいは全く驚きを生 
じさせない。 しかし，イギリスの民主主義者とアイル 
ランドの民主主義者が手を握ったならば，有力な力と 
なるであろう。」 という記享であった。

前 述 し た 「マンチェスターの葡教」 のときには，古 
きチヤ一ティストであっすこErnest Jonesや 「炭坑夫 

の検事総長」 とよばれたW. P. Robertsらによる弁 
護委員会が設立され，イギリス急進主義者がフィニア 
ン運動に接近するとともに， フィニアン運動に対する 
支持の問題が選挙法改正連盟の執行部の戦闘派と穏健 
派の主要な論争点の1 つになった。1867年10月，選挙 
法改正連盟の総評議会で議長Bealesのフィュアン運 

動を批判する手紙が問題にされたとき，後 に T U C の 
議会対策委員会のS 記 と な っ た George H ow ellは，

この手紙を公開することに反対した。Odgerは自分が 
アイルランド人であったらフ ィニアンになったであろ 
うと宣言し，Benjamin Lucraftはフィニアンの権利 

を守るためには暴力の使用を辞さないと述べている。 
しかし，最終的には，選挙法改正連盟はフィニアン囚 
人に対する温情ある処置（clemency) を要求すること 

を認めたものの，政治的目的を持つ秘密組織とは関係 
をもたないことを決定した。

しかしながら，選挙法改正連盟のフィニアン運動へ 
の共感は，1867年12月13日のフィニアンによるクラ一 

ケンウェルの爆破事件によって消え去った。囚人を救 

出するために刑務所の壁に穴をあけるための爆破であ 

ったが，結果的には刑務所の大部分の壁，そして反対 
側の家々までも破壊し，12人を殺し多くの人々に重傷 
を負わせたのである。『スぺクテイタ一』〔Spectator), 

『ニ ュ ー カ ッ ス ル . デ イ リー.クロ  ニ ク ル 』 (JSlewca. 

stle Daily Chronicle)といった多少ともアイルランドに 

共感を持っていた新聞も， この事件を契機に反対へま 
わった。そして，アイルランド独立を支持していた急 

進主義者たちは孤立し，還举法改正連盟は自由党の支 
配下に入ったのである。 .

ここで，無宗教主義者であったCharles Bradlaugh 

との関係についてみてみると，1865年，フ ィ ニ アンは 
イギリス急進主義者の援助を得るために，Frank Ro­

ney を B rad laughのもとに送っている。 さ ら に ， 
1867年 3 月 5 日に予定した蜂起以前に，K e lly と Clu­

seret は イ ギリスで公表するつもりであったアイルラ 

ンド共和国宣言に関する意見を聞くためにBradlaugh

注 （8 7 ) 『同上言』. p. 99.
〔88) Howard Evans, Sir Randal Cremer, 1909, pp. 406—7.

(89) John Beford Leno, The Aftermath, 1892, p. 71.

(90) Commonwealth, April 27 1867, quoted in John Newsinger, op. cit., p. 37.

〔9 1 )彼は1867年には，フィニア会の囚人を救出しようとして，一警察官を殺した罪で絞首刑にされたアイルラソド人の 

rマンチェスタ一の袍教者たち」（Manchester Martyrs),アレン（A llen )ラーキン（Larkin) , およびオプライ 

ュソ 〔O’Brien)の弁護を組織した。（S. & B. Webbs, History of Trade Unionism, 1920,飯田鼎 . 高橋洗訳『労 

働組合運動の歴史』（上)，1973年，日本労働镜会，P.210)

〔9 2 ) この時期の最大の論争点は，選挙法改正連盟が議会へ独立の労働者階級の代表をたてるか，あるいは自由党に従属 

するかといった問題であった。

(93) Bee-Hive, October 26,1867.

(94) Henry Collins and Chimes Abramsky, Karl Marx and the British Labour Movement, 1965, p. 132.

(95) Norman McCord, ‘The Fenians and Public Opinion in Great Britain', University Revew, vol.IV, no. 3, 

1967, p. 235.

(96) John Newsinger, '‘ *A great blow must be struck in Ireland,: Karl Marx and the Fenians", op. cit., 

pp.161— 2.

(97) Frank Roney, Frank Roney: Irish Rebel and California Labour Leader, ed. Ira B. Cross, pp. 117, 119, 

121.
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を訪ねている。後 に Bradlaughは 自 分 の 娘Hypatia 

に，宣言の草案は自分で* いたものであるが，印刷さ 
れたものには正筒所があろと語っている。 この宣言 
はイギリス労働者階級に向けて書かれたものであり， 

選挙法改正連盟との同盟の可能性を示していた。 また， 
宣 言 の r宗教的，カトリック的感情およびアイルラン 

ド人を鼓舞する人種的感情」へ訴えろという部分は， 
Bradlaughにより削除されたことが明らかにされて 

いる。

また，議会内にもアイルランド問題に深く関心を持 
った者がいた。J. B r ig h tは1867年 5 月， 下院でフィ 

ニアン囚人に対する慈悲のある特別な扱いをするよう 
に求める請願を採択することを提案した。 この提案は 
J. S. Mill, Frederick Harrison, Beesly 教授らによ 

って起草されたものであった。
イギリス労働者階級の間ではフィニアン支持者は少 

数で，経済競争，宗教の違いなどを理由とする反アイ 
ルラシド人の感情が広くみられた。 しかし， フィニア 

ンを支持する労働者がいなかったわけではない。1867 

年11月17日， ロンドンでは労働者によるフィユアン囚 

人の死刑判決を減刑しようとするキャンペーンが始ま 
っている。17日，’ クラ一ケンウェル.グリ一ンにおけ 

る大規模な労働者集会で，内務省への請願言が作成さ 
れた。18日午後，約60〜80人の労働者代表がホワイト 
• ホールへ參まったが， 内 務 大 臣 Gathorne Hardy 

は彼らに会うことを拒否した。そこで彼らは建物を占 
拠し，集会を開'^、て21日にクラ一ケンウェル.グリ一 
ンにおける集会の開催を決定した。21日の集会には主 
催者側の発表で2 万から3 万人が集まった。翌22日， 
女王に請願するために代表者がウインザ一へ行った力:，

追い払われている。そして，r マンチ . 

直後の24日.クラ一ケンウェル

スターの郁教」 

'たグリ一ンに集ま 

葬儀行列がハイド . バークへ行進した。 しかし， この 
ロンドンの労働者のフ ィ ニ アン支持も， クラ一 ケンウ 

ェル爆破事件によって消滅した。結局，選挙法改正連 
盟とフィニアンの同盟は成立しなかった力;， イギリス 
急進主義者との同盟の問題は， フィニアン運動の性格 
を考えるうえで重要な視角を提供するものであろう。

第IV享結びに代えて

最後に，フィゴアン運動を前述したM arxによる6 

つの特徴に即して考察してみることとする。
( 1 ) 「社会主義的な，下層陪級の運動である」 とい 

う指摘について。
M arxはフィニアン運動を r土地の横領に反対する 

ものとしての消極的な意味で」社会主義的であると理 
解した。 ここではフィニアン運動が社会主義的な運動 
であったのかどうかについては結論を留保したい。た 
だフィニアン指導者Stephensの 第 1 インタ一への参 

カロ，M a rx の 第 1 インタ一総評議会でのフィニアン支 
持，Joseph Patrick McDonnellの 第 1 インターのア 
イルランド担当言記の就任といった事実だけをあげて 

おきたい。 Robert Andersonは1860年代のフィニア 

ン運動は’ リスベクタプルな賃金労働者， 都 市 の 10. 

wer-middle c la s s の運動であったことを明らかにし 
ている。 また，逮捕者の年齢構成を調べてみると，746 

人の年齢が判明し，平均27歳，36歳以下が87%という 

結果が得られている。
(2)「カトリックの運動ではない」 という指摘につい

注 （98) H. B. Bonner, Charles Bradlaugh : a record of his life and work, vol.1 , 1902, p.255.また Bradlaugh と 

アイルランドについては Nigel H. Sinnott, ‘Charles Bradlaugh and Ireland’，Journal of the Cork Historical 

and Archaeolo^cal Society, vol.77, no. 225, 1972.

(99) Adolphe S. Headingley, The Biography of Charles Bradlangh, 1880, pp. 209, 213.

(100) Norman McCord, op. cit" p. 237.

(101) Ibid., p. 238. ^

(102) ' Times. November 18,19, 20, 22, 23, 25,1867.

〔103) M arxの Engels宛，1867年11月30日付唐簡（『ME全集』31巻，p.335)

.(1 0 4 )イギリス政府は1866年 2月，「人身保護律停止法」（Habeus corpus suspension a c t )を成立させ1866年から68 

年に力せて1,100人以上のフィニアンを逮捕した。このとき当局は,「人身保護律停止法. 享例の要約，1866-8j(Ha- 

beus corpus suspension act, abstract of cases, 1866一8) を作成しこれにもとづいて Anderson が載業分 

析を行なった。（Summary of the occupations of the prisoners in custody under the lord lieutenant's 

warrant,12 Jan 1870 ((State Paper Office, Fenian papers, 5477 R )))全体の 47.8% を熟練工が占めていた。 

この他には商店員，教 師 （9 .1% ),商店主，バプ店主（8 .2 % ),ファーマーおよびその息子（55% ) , 農業労働者 

(5.3%)。
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て。
前述したように， フィニアンを支持した聖職者が力 

トリック教会には少数ながら存在した。アムネスティ 

運動によってフィニアン囚人の解放を要求した多数の 

聖職者がいたが，そのすべてが運動の武力鬪争による 
独立の達成を支持したとは考えられない。そして， ロ 
一マ教皇に対してアイルラ ンド人司祭がフィ ニ アンを 

禁止する教令を出すように請願したことから考えても， 

カトリック教会はフィニアン運動を弾圧しようとした。 
したがって， フ ィニアン運動は力 トリック教会による 
運動ではないことは明らかである。一方， フィニアン 
はあくまでも政治に力トリック聖職者が介入すること 

を否定しただけであり， カトリックの教義を否定した 
のではない。 また， フィニアンの中には『アイリッシ 
ュ . ピープル』 で教会からの非難に応じたKickham 

のように多数の力トリック教徒がいたことは事実であ 
る。 したがって， フィニアン運動は力トリック教会の 
運動ではないが， 力トリック教徒の運動であったこと 
は確かであろう。 .

(3)「イギリス議会に代表的指導者はいない」 という 
指摘について。

イギリス議会にはフィニアンに共感をもったJ. Bri- 

g h t がいた。 しかしフィニアン運動は議会主義的方 

法を認めず武力闘争によるアイルランド独立を目的と 
したために，議会にフィニアン指導者はいなかった。

(4)「民族性」 という指摘について。

フ ィ ニ アンという名称力S 古代ゲールの勇士 Fionn 

M acCum hailと彼を警護する騎士団F ia n n a の伝説 

からとられたように， フィニアン連動は「ゲール復古 
主義の性格を整持し」「民族存立の基盤はゲール的伝 
統の再興にあるとした」運動であった。 したがって， 
フィニアン運動はきわめて民族性の濃い運動であった。

(5 )「アメ’ リカ，アイルランド，イングランド—— 3 

つの活動分野，アメリヵの指導的役割」 という指摘に 
ついて。

1858年， フィニアン運動はアイルランドでは IRB,

アメリ力合衆国ではF B として成立した。そしてイギ 
リスでは1867年アイルランド臨時政府が樹立され， イ 

ギリス急進主義者との同盟が問題にされた。 また， 力 
ナダでは1866年，1870年 に 4 回の進攻が試みられた。 
このように， フ ィ ニ アン運動はアイルランドに限定さ 
れることなく，イギリス，合衆国， カナダへの運動の 
広がりを提示したのであった。 なお，合衆国の組織F 

B がアイルランド蜂起計画の中で，資金，武器の調達 
において中心的役割を演じたのは前述したとおりであ 

る。
(6) r共和主義的。 アメリ力が共和国だから。」 とい 

う指摘について。
1867年の蜂起前に出されたアイルランド共和国宣言 

には， フィニアンの目 的 を 「国民の労働のすべての本 

質的価値を保証する，普通選挙権に基づいた共和国を 
建設する」 とうたっている。 このことから考えてもフ 
ィニアン運動が共和主義的運動であったことは明らか 
であろう。M a rx はフィニアン運動に対する合衆国の 
共和主義の影響を指摘してはいるが，アイルランド固 
有の共和主« の伝統を見落としているのではないだろ 
うカシなぜならば，アイルランドには1782年の義勇軍 

に起源を求める共和主義の伝統が存在し，共和主義的 
ぎ年アイルラ ン ド党の運動がフィニアン運動に与えた 

影響の大きさが明らかであるからだ。かくしてフィニ 

アン運動は，1858年の設立から1916年のイースター蜂 

起までの60年間にわたって存続した。
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